
袋をご使用になるお客さまへ
紙袋及び製造に関して

円滑な包材手配・ご使用に関して

・特殊な加工をする紙袋は受注生産のリードタイムが長くなる商品もございます。製袋メーカーと十分に情報交換の上、余裕を見

てご注文下さい。

・納入に関するご要望にはご対応できない場合もございます。まずは製袋メーカーにご相談の上、両社で取り決めてください。

・円滑にご使用いただくために充填設備の調整をしてください。

・通いパレットをご使用の場合は清潔な状態でご返却くださるようお願い致します。

・接着剤の塗布量は製造環境により差異が生じます。

塗布の差異によって取扱いに支障を来たす可能性がある場合は、事前に製袋メーカーへお伝えください。

・紙袋の印刷は紫外線、熱、長期保存により、色落ちする場合がございます。

・紙の天然の色目と印刷するインキの濃度によって、印刷の発色･風合いには若干の違いが生じる場合もございます。

・印刷色は製造ロットにより若干の差異が生じます。必要に応じてご要望に合わせた限度範囲を製袋メーカーと協議してください。

・フレキソ印刷は精細なオフセット印刷やスクリーン印刷と違ってマージナルゾーンの発生、印刷濃淡がございます。

必要に応じてご要望に合わせた限度範囲を製袋メーカーと協議してください。

・ポリエチレンクロス加工紙を使用する紙袋では袋内部が高温の環境になると強度が著しく低下する恐れがあります。

・紙袋に使用されるポリエチレンフィルムは紫外線、Soxガス、Noxガス等によって劣化または黄変する場合があります。

・紙袋は適切な保管状況で納入後１年を目安（めやす）としてご使用ください。１年を超える場合には製袋メーカーにお問い合わ

せの上、ご使用になられることをお勧め致します。

・一定の品質精度を保つために袋の表面（ひょうめん）には製造設備で付いた跡が見られる場合がございますが、強度には影響ご

ざいませんのでそのままご使用ください。外観上、支障が出る場合には必要に応じてご要望に合わせた限度範囲を製袋メーカー

と協議してください。

・最内層がフィルム（LDPEまたはLLDPE）の袋は、長期間の保管中にブロッキングが発生する可能性がございます。
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